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１．はじめに 

IH 調理器は，鍋を誘導加熱した際に鍋から可

聴領域上限付近の高周波騒音が放射され，人々

に不快感を与える場合がある[1]。本研究室では，

誘導加熱時の渦電流によって引き起こされる鍋振

動が高周波騒音の発生原因であることを明らかに

した[2]。ここで，高周波騒音の周波数帯域は，IH
調理器の駆動周波数と一致していることを確認し

ている。一方，IH 調理器の駆動周波数より低い可

聴領域内で騒音が発生する事例が報告された[3]。
文献[3]では，インバータ機器によって商用電源に

高調波が重畳する電源環境下で IH 調理器を駆動

させた際に発生する騒音を鍋が置かれたトッププ

レートの振動と比較して両者の関係性を明らかにし

ている。筆者らは，現在までの研究結果[1][2]から

推察して，IH 調理器から放射される可聴領域の騒

音も鍋振動が発生源と考え，重畳する電源高調波

の電圧を一定とした場合の騒音発生量や発生メカ

ニズムについて研究を進めている。 
本研究では，誘導加熱時において商用電源に

重畳する高調波が騒音に与える影響，および騒音

と鍋振動の関係を明らかにした。ここでは，紙面の

都合上，代表的な成果を述べる。 
 
２．実験方法 

電源に高調波を重畳させて駆動した IH 調理器

(定格：100V-1.4kW)を使用して，三層ステンレス鋼

鍋(鍋底径：20cm)から放射される騒音と鍋振動を

10 秒間測定する。実験は，ISO-3745 準拠の無響

室内(暗騒音：18dB)で行う。高調波が重畳した商

用電源を再現するためにプログラマブル交流電源

で 100V-50Hz(商用電源模擬)に高調波：5kHzおよ

び 10kHz を重畳させる。騒音の測定には，コンデ

ンサマイクロフォン(周波数特性：10Hz～20kHz)，
振動の測定には加速度ピックアップ(周波数特性：

1Hz～20kHz)を使用する。なお，鍋の中心からマイ

クロフォンまでの距離は 20cm とし，加速度ピックア

ップは付属の磁石を用いて鍋側面に固定した。 
 

３．実験結果 
図 1に測定した騒音と鍋振動のFFT解析結果を

示す。図 1 より，通常加熱時に放射される騒音は，

21kHz 付近で約 84dB であった。また，鍋振動の加

速度は 21kHz 付近で約 45μm/s2 であった。これら

は，誘導加熱時に発生する駆動周波数による騒音

と鍋振動である。次に，5kHz の高調波を重畳させ

た際の騒音は 5kHz 付近で約 62dB，鍋振動の加

速度は 5kHz 付近で約 6μm/s2 であった。10kHz の

電源高調波を重畳させた際の騒音は，10kHz 付近

で約 61dB，鍋振動の加速度は 10kHz 付近で約

1μm/s2 であった。これらの結果より，電源に高調波

を重畳させたときに発生する騒音は，駆動周波数

帯域以外に高調波の周波数成分を含み，鍋振動

も高調波成分を含んでいることを確認した。ただし，

マイクロフォンの特性上，25dB 以下の騒音のスペ

クトルは測定することができなかった。 
 
４．まとめ 

本研究では，誘導加熱時に発生する可聴領域

騒音について，電源に重畳する高調波が騒音と鍋

振動の原因であることを明らかにした。放射される

騒音および鍋振動は，駆動周波数の他に重畳さ

せた高調波成分と一致する。すなわち，可聴領域

の騒音を減少させるためには，電源高調波を抑制

することが必要である。 
今後は，商用電源に重畳する高調波の周波数

と振幅を変化させて，騒音まで至らない電源高調

波の一基準を提案する。  

 
図 1 鍋から発生する騒音と鍋の振動 
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